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COCKPI-T® Funding: よくあるご質問 

 

COCKPI-T® Funding について 

Q1. COCKPI-T®の名前の由来は何ですか。 

 

このプログラムを通して、社外研究者との協働により創薬イノベーションにつなげたい

と考え、Co-Create Knowledge for Pharma Innovation with Takeda の頭文字をとって

COCKPI-Tと名付けました。 

 

 

Q2. COCKPI-T® Funding の目的について教えてください。 

 

COCKPI-T® Funding は、以下の 3 点を目的としております。 

⚫ 創薬に関するイノベーティブなアイデアを募り、その具現化を支援する 

⚫ 研究成果を発表していただくことで、オープンイノベーションを促進する 

⚫ 研究成果を当社の創薬研究に活用し、新規治療薬の探索・開発につなげる 

 

 

Q3. COCKPI-T® Funding の特徴はどのような点ですか。 

 

当社の創薬研究におけるニーズを研究課題として掲載し、それに対してマッチする研究

アイデアを社外研究者から広くご応募いただきます。採択となった研究者（以下「パー

トナー」）には研究費および必要に応じて創薬関連技術・資産を提供し、予めパートナー

ご所属機関・当社間で合意した研究計画に沿って、パートナー主体で研究を進めていた

だきます。研究期間中には、四半期ごとに面談を実施し進捗確認およびアドバイスをさ

せていただきます。研究の成果は原則的には公表を推奨し、特許を出願する権利はパー

トナーのご所属機関もしくはパートナーが有します。 

 

 

Q4. 「実現性検証を目的とする研究」とはどのようなものでしょうか。 

 

「実現性検証を目的とする研究」は、本格的な創薬研究に移行する可能性を評価するた

めの研究です。 
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応募について 

Q5. 大学院生ですが応募できますか。 

 

大学院生個人ではご応募いただけません。大学院生の場合には研究室の先生を通じてご

応募ください。 

 

 

Q6. バイオベンチャー企業所属の研究者は、応募できますか。 

 

可能です。ただし、応募に際しては事前にご所属企業の了解を得てください。 

 

 

Q7. 外国籍の人は応募できますか。 

 

研究期間中、日本に所在する機関に所属されていれば、外国籍の研究者の方もご応募い

ただけます。また、韓国、台湾、シンガポール、オーストラリア、およびニュージーラ

ンドに所在する機関に所属されている研究者の方はCOCKPI-T® Funding英語ページよ

りご応募ください。 

 

 

Q8. COCKPI-T® Funding の他にもタケダとの間で共同研究等の提携を実施中または実施

する予定ですが、COCKPI-T® Funding への応募は可能ですか。 

 

実施中または実施を予定している共同研究等と異なるアイデアであれば、応募可能です。

ただし、COCKPI-T® Funding では幅広い研究者の支援を目的のひとつとしていること

から、当社との共同研究等のご経験・ご予定のない研究者のアイデアを優先する場合が

あります。 

 

 

Q9. 複数の研究者が１つのアイデアについて共同で応募することは可能ですか。 

 

可能です。代表者 1 名がご応募いただき、共同研究者は事前に承諾を得たうえで「共同

研究者」の欄にご記入ください。 
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Q10. 応募するアイデアが複数の研究課題に該当するのですが、どの研究課題を選択すれば

よいでしょうか。 

 

最も適切と思われる研究課題を１つ選択したうえ、研究計画書に複数の研究課題に適用

可能である旨をお書きください。 

 

 

Q11. 異なる研究アイデアで複数の研究課題に同時に応募することは可能ですか。 

 

可能です。研究アイデアごとにご応募ください。 

 

 

Q12. 1 つの研究課題に対して複数のアイデアを同時に応募できますか。 

 

可能です。アイデアごとにご応募ください。 

 

 

Q13. 研究課題ごとに採択される研究の数は決まっていますか。 

 

決まっておりません。採択数については、応募状況を見て柔軟に対応する予定です。 

 

 

Q14. 他の公募プログラムと同時に応募できますか。 

 

可能です。ただし、他社との共同研究・公募プログラムに採択されている場合には、

COCKPI-T® Fundingでの採択をお断りさせていただく場合もございますので、事前に

COCKPI-T® Funding 事務局（COCKPI-T@takeda.com）にご連絡・ご相談ください。 

 

 

Q15. 公的資金と重なるテーマで応募することはできますか。 

 

可能です。研究計画書の競争的資金・助成金の欄にその旨をご記入ください。 

 

 

Q16. 研究計画書用紙のダウンロードがうまくいきません。 
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COCKPI-T® Funding 事務局（COCKPI-T@takeda.com）に電子メールにてご連絡くだ

さい。応募用紙のワードファイルを電子メールでお送りいたします。 

 

 

Q17. 研究計画書はどの程度詳細に記載すれば良いですか。 

 

研究内容や計画が、選考にあたる当社研究者に十分理解できる程度に詳細に記載してく

ださい。ただし、非機密情報の範囲でお願いいたします。 

 

 

Q18. 研究計画書の文字数制限やファイルサイズの制限はありますか。 

 

研究計画部分は A4 3 ページに収まる程度にご記入ください。またファイル容量の上限

は、MS-Word形式で 5MB 程度です。 

 

 

Q19. 以前の研究計画書を修正して応募できますか。 

 

研究計画書用紙の書式が一部変更され、必須記入事項が追加となっていますので、改め

て研究計画書をダウンロードしてご記入ください。なお、疾患領域別研究型とプラット

フォーム研究型で研究計画書用紙が分かれていますので、応募する研究課題向けの研究

計画書用紙をご利用ください。 

 

 

Q20. 研究計画書を機密情報にもとづいて記載したいのですが。 

 

原則、非機密の範囲の内容で記載してください。機密情報に基づいた記載が避けられな

い場合は COCKPI-T® Funding 事務局（COCKPI-T@takeda.com）にご相談ください。 

 

 

Q21. 日本語以外での言語でも応募はできますか。 

 

英語でのご応募も可能です。なお、募集研究課題に特段の記載がある場合にはその記載

に従ってください。 
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Q22. 応募の際に図表を含めることは可能でしょうか。 

 

はい。研究計画書のワードファイルに貼り付ける形で、図表等を含めていただくことが

可能です。 

 

 

Q23. 応募フォームに記載した個人情報は厳正に取り扱われますか。 

 

はい。個人情報の保護に関する法令等を遵守したうえ、COCKPI-T® Funding 及び当社と

の協業の可能性の検討の目的にのみ使用します。 
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研究費について 

Q24. 研究費はどのように決定されますか。 

 

ご応募いただいた研究計画に応じて、当社が決定いたします。 

 

 

Q25. 研究費の使途に制限はありますか。 

 

採択された研究を研究計画に沿って推進するためにのみご使用ください。詳細は採択時

にご説明するとともに、別途締結する契約に定めることといたします。 

 

 

Q26. 研究費を、機器購入費にあててよいですか。 

 

研究費により機器の購入を希望される場合には、予め研究計画にその旨をご記載くださ

い。状況に応じて、当社からの貸与等、購入以外の方法をご提案する場合もございます。

また、研究費により購入された機器の取扱い条件（研究期間終了後の返還等）について

は、採択時にご説明するとともに、パートナーのご所属機関と当社との間で別途締結す

る契約に定めることといたします。 

 

 

Q27. 研究費で、研究補助員を雇うことは可能ですか。 

 

はい、可能です。採択された研究を進めるために必要な範囲に限り、技術補佐員（テク

ニシャン）や博士号を取得した研究者（ポスドク）を雇用して頂くことも可能です。 

 

 

Q28. 研究費で、外部施設に研究の一部又は全部の実施を委託することは可能ですか。 

 

研究の一部を外部施設に委託する場合は予め研究計画にその旨をご記載のうえ、2 次選

考の面談時にご相談ください。なお、研究のすべてを外部施設に委託することはできま

せん。 

 

 

Q29. 研究費の使途報告は必要ですか。 
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はい、必要です。研究期間の最後に研究経費報告書をご提出いただきます。 

 

 

Q30. 間接経費はパートナー所属組織の規定を適用してよいでしょうか。 

 

原則として間接経費は 10%以下でお願いしておりますが、状況によりご相談に応じます。 
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当社が提供する資産・技術について 

Q31. どのような資産・技術を提供してもらえますか。 

 

研究計画書にご希望の創薬関連技術・資産を記載いただき、それをもとに当社から具体

的なご提案をいたします。 
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選考について 

 

Q32. 選考基準を教えてください。 

 

研究課題とのフィット、独創性、実現可能性、将来的な当社との協業の可能性等を考慮

して決定いたします。所属機関、学歴、性別、年齢等の属性は影響しません。ただし、

同じ研究内容のご応募があった場合には、より若手の研究者を優先いたします。 

 

 

Q33. 選考は誰が行うのですか。 

 

１次選考、２次選考とも、当社もしくは当社子会社の各領域研究者です。 

 

 

Q34. 選考の結果はどのような形で応募者に通知されるのでしょうか。 

 

１次選考の結果を 9 月 26 日（火）までに、２次選考の結果は 11 月 14 日（火）までに、

電子メールで直接応募者ご本人様に連絡させていただきます。 

 

 

Q35. どの程度の数の提案が採択されるのでしょうか。 

 

年度によって募集条件等が異なるため詳細な数は示しておりませんが、例年全体で 10件

程度、採択率は 10%程度です。 
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研究について 

Q36. 研究期間中で異動になった場合は、どうすればよいですか。 

 

採択されますと、パートナー個人ではなく、現在ご所属の研究機関と当社との契約とな

りますので、他の機関へ異動された時点で原則として研究は終了とさせていただきます。

研究期間の約 1 年間は、同じ機関で研究を続けていただける方からのご応募をお待ちし

ております。 

 

 

Q37. 研究期間の延長は可能ですか。 

 

今回は契約締結から１年間（2025年 2月頃まで）が研究期間となります。ただし、やむ

をえない事情により研究期間の延長や開始時期を遅らせることをご希望の方は、事前に

COCKPI-T® Funding 事務局にご相談ください。詳細につきましては契約締結時にお知

らせいたします。 

 

 

Q38. 研究期間の途中で、新しい方向性を思いつきました。研究計画を変更してよいですか。 

 

パートナーと当社間で予め合意した研究計画に沿って研究を実施してください。研究の

目的を達成するために、予め合意した研究計画を変更することが望ましいと判断される

場合、事前に当社にご相談ください。 

 

 

Q39. 四半期ごとの面談は必須ですか。 

 

はい。パートナーによる研究の進捗を確認するとともに、当社にて何かお手伝いできる

ことがあれば、ご提案差しあげることもあります。 
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成果の取り扱いについて 

Q40. 研究期間中、学会や論文などの発表はできますか。 

 

はい。研究内容は積極的に公表していただきたいと考えております。ご公表の際は事前

に当社へご連絡ください。ただし、当社が提供した資産・技術を利用した研究の場合に

は、当該資産・技術についての秘密保持の観点から、一部公表内容を制限させていただ

く場合もございますのでご了承ください。また、当社との更なる共同研究へ移行する可

能性がある場合には一定期間、公表をご遠慮いただく場合があります。 

 

 

Q41. 研究成果の使用について教えてください。 

 

パートナー所属機関と当社は、COCKPI-T® Funding における研究の成果を、各々自由

に、無償で使用することができます。研究の成果として知的財産権の対象となる発明等

が得られた場合、当該発明等に関する知的財産権はパートナー所属機関に単独に帰属す

ることとし、パートナー所属機関はその裁量により出願等を行うことができます。なお、

パートナー所属機関が研究の成果について出願等を行う場合には、次の２点を条件とさ

せていただきます。 

1. 当社による医薬品の研究開発に対して権利行使を行わないこと 

2. 当社が希望する場合には、当社への独占的実施許諾について優先的に協議すること

（協議期間中のご公表をお控えいただく場合もございます） 

 

ただし、当社から資産・技術をご提供する場合には、当社がご提供する資産・技術の内

容および研究内容に応じ、別途ご提案・ご相談させていただきます。 

いずれの場合も、研究成果の取扱いに関する詳細は、採択時にご説明するとともに、別

途締結する契約に定めることにいたします。 

 

 

Q42. 研究期間終了後は全ての提携が解消されるのですか。 

 

1 年間の研究期間を原則とするプロジェクトですので、COCKPI-T® Funding における

提携は研究期間の満了をもって終了いたします。ただし、COCKPI-T® Funding におけ

る研究から有用な成果が生まれた場合には、次年度以降、当社と更なる共同研究を実施

する可能性について、別途ご提案・ご相談させていただきます。 
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その他 

Q43. 募集テーマに該当しないが、武田薬品のニーズに合致する研究だと思うので、ぜひ共

同研究がしたいです。 

 

COCKPI-T® Funding 事務局（COCKPI-T@takeda.com）にご連絡ください。別途、共

同研究の実施可能性について検討させていただきます。 

 

 

Q44. 上記に書いていない質問があるのですが、どうすればよいですか。 

 

COCKPI-T® Funding 事務局（COCKPI-T@takeda.com）にご連絡ください。 

 

 


